
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安
倍
政
権
と
与
党
は
、
民
主
主
義
の
危
機
を
憂
い

う

れ

い

国
会
周
辺
に
集
う
多
く
の
市
民
の
「
『
共
謀
罪
』
反

対
」
の
叫
び
・
抗
議
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、
「
共

謀
罪
」
法
案
は
、
本
日
午
前
８
時
前
、
強
引
に
可
決
・

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
安
倍
政
権
は
、
テ
ロ
対
策
や
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
口
実
に
、
政
権
に
反
対
す
る
市
民
運

動
、
労
働
運
動
な
ど
を
委
縮
、
弾
圧
す
る
こ
と
を
目 

的
と
し
て
、
公
聴
会
す
ら
一
度
も
開
か
ず
、
森
友
・
加
計

両
学
園
を
め
ぐ
る
重
大
疑
惑
に
蓋
を
す
る
よ
う
に
衆
参

両
院
で
強
行
採
決
を
重
ね
た
安
倍
政
権
の
暴
走
は
、
憲
政

史
上
に
拭
い
難
い
汚
点
を
残
し
ま
し
た
。
特
定
秘
密
保
護

法
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
た
「
戦
争
法
」
に
続

き
、
憲
法
の
基
本
原
則
を
曲
げ
る
重
大
法
案
を
、
ま
た
も

数
の
暴
力
で
押
し
通
し
た
と
言
え
ま
す
。
特
定
秘
密
保
護

法
で
国
に
不
都
合
な
情
報
を
隠
し
て
国
民
の
知
る
権
利

を
侵
し
、
「
戦
争
法
」
に
よ
っ
て
憲
法
９
条
を
ね
じ
曲
げ

て
自
衛
隊
に
よ
る
海
外
任
務
を
拡
大
さ
せ
、
今
度
は
「
共

謀
罪
」
法
で
捜
査
当
局
の
権
限
を
な
し
崩
し
に
拡
大
し
、

国
民
を
徹
底
的
に
監
視
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
ま
す
。 
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し
か
し
、
世
論
調
査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
政
府

の
説
明
が
十
分
だ
と
思
わ
な
い
」
、
「
今
国
会
中
に
成
立

さ
せ
る
必
要
は
な
い
」
、
「
『
共
謀
罪
』
法
案
に
反
対
」

が
国
民
の
多
数
の
声
で
す
。 

社
民
党
は
、
好
戦
的
・
強
権
的
な
本
性
を
剥
き
出
し
に

す
る
安
倍
政
権
の
暴
政
と
徹
底
的
に
対
決
し
ま
す
。 

日
本
の
針
路
を
誤
ら
せ
る
あ
ら
ゆ
る
策
動
を
食
い
止
め

る
べ
く
、
国
民
の
内
心
の
自
由
を
土
足
で
踏
み
に
じ
り
、

監
視
社
会
に
道
を
開
く
法
律
の
問
題
点
を
、
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
国
会
審
議
の
場
を
通
じ
て
厳
し
く
追
及
し
ま
す
。 

社
民
党
は
、
今
後
も
立
憲
野
党
と
共
闘
を
強
化
し
、
そ

し
て
院
外
の
幅
広
い
市
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
、

一
日
も
早
い
「
共
謀
罪
」
法
の
廃
止
と
安
倍
政
権
の
打
倒

に
向
け
、
党
の
総
力
を
挙
げ
最
後
ま
で
闘
い
抜
き
ま
す
。 

 


